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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性を有するシート状の透明基体と、この透明基体の表面に面状に形成されるアンテ
ナパターンとを有し、
　上記アンテナパターンの導電部が網目構造の導電性薄膜からなり、各網目の輪郭が略等
幅の極細帯で構成され、上記アンテナパターン形成部の光線透過率が７０％以上であり、
　上記網目構造として、形状およびサイズが同一である網目が平面上で規則的に連続する
平面網目を有し、そのアンテナパターンの一部に、複数の網目内に対して線状に付加され
、または複数の網目輪郭に対して帯状に付加され、それらの網目を通過する光量を上記ア
ンテナパターンを通過する光量よりも減衰させることにより上記アンテナパターンの一部
を識別させる識別パターンが形成されていることを特徴とするディスプレイ用透明アンテ
ナ。
【請求項２】
　上記識別パターンとして、上記平面網目を構成している網目の輪郭が太帯に形成されて
いる請求項１記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項３】
　上記アンテナパターン上でその網目構造の一部の網目パターンを１つの網目サイズを超
えない範囲でシフトさせ、上記アンテナパターン上に重畳することにより上記識別パター
ンが形成されている請求項１または２記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項４】
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　上記識別パターンを上記アンテナパターン上に連続的または断続的に形成することによ
り、文字、図柄を上記アンテナパターン上に形成してなる請求項１～３のいずれか１項に
記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項５】
　絶縁性を有するシート状の透明基体と、この透明基体の表面に面状に形成されるアンテ
ナパターンとを有し、
　上記アンテナパターンの導電部が網目構造の導電性薄膜からなり、各網目の輪郭が略等
幅の極細帯で構成され、上記アンテナパターン形成部の光線透過率が７０％以上であり、
　上記網目構造として、網目が平面上で規則的に連続する平面網目を有し、上記アンテナ
パターンと上記透明基体におけるアンテナパターン非形成部との境界領域に、上記アンテ
ナパターンと上記アンテナパターン非形成部との間で生じる明度差を減少させるグラデー
ション部が設けられていることを特徴とするディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項６】
　上記境界領域における上記アンテナパターンの網目輪郭を一部欠落させるか、または網
目を粗くすることにより上記グラデーション部を形成してなる請求項５記載のディスプレ
イ用透明アンテナ。
【請求項７】
　上記網目輪郭の欠落幅または上記網目の開口幅を上記アンテナパターン側から上記アン
テナパターン非形成部側に向けて段階的に長くすることにより上記グラデーション部を形
成してなる請求項５記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項８】
　縦方向導電線および横方向導電線が格子状に配置することにより上記網目構造が構成さ
れ、その縦方向導電線および横方向導電線の少なくともいずれか一方についてその一部を
欠落させるか、または上記アンテナパターン側から上記アンテナパターン非形成部側に向
けて導電線の間隔を広げることにより上記グラデーション部が形成されている請求項５記
載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項９】
　上記アンテナパターンは、網目構造の一部にスリットを有することにより連続帯状に形
成されるものであり、上記スリットの幅が網目サイズの最大寸法を超えない幅で構成され
ていることを特徴とする請求項５記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項１０】
　上記網目構造に対し複数の上記スリットが異なる方向から交互に所定長さ形成されるこ
とにより上記アンテナパターンが蛇行状に形成されている請求項９記載のディスプレイ用
透明アンテナ。
【請求項１１】
　上記網目構造の中心に向けて１本の上記スリットが渦巻き状に形成されている請求項９
記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項１２】
　上記網目の最大寸法が１ｍｍである請求項９～１１のいずれか１項に記載のディスプレ
イ用透明アンテナ。
【請求項１３】
　上記網目の形状が幾何学図形で構成されている請求項１、５または９に記載のディスプ
レイ用透明アンテナ。
【請求項１４】
　上記極細帯の帯幅が３０μｍ以下である請求項１、５または９に記載のディスプレイ用
透明アンテナ。
【請求項１５】
　上記アンテナパターンが、銅または銅合金からなる極細金属線で構成されている請求項
１、５または９に記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項１６】
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　上記アンテナパターンの表面に透明保護膜が形成されている請求項１、５または９に記
載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項１７】
　上記導電部の一部に給電用の電極が備えられ、この電極に対応する上記透明保護膜に透
孔部が設けられ上記電極を露出させるように構成されている請求項１６に記載のディスプ
レイ用透明アンテナ。
【請求項１８】
　上記極細帯の表面に低反射処理が施されている請求項１、５または９に記載のディスプ
レイ用透明アンテナ。
【請求項１９】
　上記透明基体における上記導電部形成側と反対側の面に、透明粘着層が形成されている
請求項１、５または９に記載のディスプレイ用透明アンテナ。
【請求項２０】
　上記導電部の一部に給電用の電極が備えられている請求項１、５または９に記載のディ
スプレイ用透明アンテナを、上記電極を突出させた状態で２枚のディスプレイ用透光性板
材の間に挟んでなることを特徴とするアンテナ付きディスプレイ用透光性部材。
【請求項２１】
　上記ディスプレイ用透明アンテナと上記ディスプレイ用透光性板材が、射出成形により
一体化されてなる請求項２０記載のアンテナ付きディスプレイ用透光性部材。
【請求項２２】
　樹脂成形品を主構成層とし且つ不透明な装飾部を部分的又は全体的に有する筺体用部品
であって、上記不透明な装飾部の装飾を付与する層の前面側に面状且つ光線透過率が７０
％以上のアンテナパターンを有し、上記アンテナパターンの導電部が網目構造の導電性薄
膜からなり、各網目の輪郭が略等幅の極細帯で構成され、また上記アンテナパターンへの
給電用の電極を有し、
　上記網目構造として、網目が平面上で規則的に連続する平面網目を有し、上記アンテナ
パターンと上記透明基体におけるアンテナパターン非形成部との境界領域に、上記アンテ
ナパターンと上記アンテナパターン非形成部との間で生じる明度差を減少させるグラデー
ション部が設けられていることを特徴とするアンテナ付き筐体用部品。
【請求項２３】
　樹脂成形品を主構成層とし且つ背面からの照光によって装飾効果が得られる透過性装飾
部を部分的又は全体的に有する筺体用部品であって、上記透過性装飾部に面状且つ光線透
過率が７０％以上のアンテナパターンを有し、上記アンテナパターンの導電部が網目構造
の導電性薄膜からなり、各網目の輪郭が略等幅の極細帯で構成され、また上記アンテナパ
ターンへの給電用の電極が備えられ、
　上記網目構造として、網目が平面上で規則的に連続する平面網目を有し、上記アンテナ
パターンと上記透明基体におけるアンテナパターン非形成部との境界領域に、上記アンテ
ナパターンと上記アンテナパターン非形成部との間で生じる明度差を減少させるグラデー
ション部が設けられていることを特徴とするアンテナ付き筐体用部品。
【請求項２４】
　樹脂成形品を主構成層とし且つ側面からの照光によって装飾効果が得られる透過性装飾
部を部分的又は全体的に有する筺体用部品であって、上記透過性装飾部の樹脂成形品の前
面側に面状且つ光線透過率が７０％以上のアンテナパターンを有し、上記アンテナパター
ンの導電部が網目構造の導電性薄膜からなり、各網目の輪郭が略等幅の極細帯で構成され
、また上記アンテナパターンへの給電用の電極が備えられ、
　上記網目構造として、網目が平面上で規則的に連続する平面網目を有し、上記アンテナ
パターンと上記透明基体におけるアンテナパターン非形成部との境界領域に、上記アンテ
ナパターンと上記アンテナパターン非形成部との間で生じる明度差を減少させるグラデー
ション部が設けられていることを特徴とするアンテナ付き筐体用部品。
【請求項２５】
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　上記筺体用部品が装飾部以外にディスプレイ用の透明窓部を有し、当該透明窓部まで上
記アンテナパターンが延設されている請求項２２～２４のいずれか１項に記載のアンテナ
付き筺体用部品。
【請求項２６】
　上記筺体用部品がウインドウカバーを兼ねている請求項２５記載のアンテナ付き筺体用
部品。
【請求項２７】
　上記透明窓部に延設される上記アンテナパターンが、ディスプレイの画素を形成する網
目パターンに対してモアレ模様を生じない網目形状、網目ピッチ、バイアス角に設定され
ている請求項２５または２６記載のアンテナ付き筺体用部品。
【請求項２８】
　上記アンテナパターンの導電部の一部が上記給電用の電極を兼ねている請求項２２～２
７のいずれか１項に記載のアンテナ付き筺体用部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビモニターや、携帯電話機を始めとするモバイル端末等におけるディス
プレイの画面に取り付けられ、または携帯電話機の筺体の一部として組み込まれるもので
あって、地上波や衛星放送を受信するため、または電波を送受信するように構成されたデ
ィスプレイ用透明アンテナ及びアンテナ付きディスプレイ用透光性部材並びにアンテナ付
き筺体用部品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　昨今、地上波デジタル放送をはじめとする各種放送が提供され、また無線ＬＡＮ等の送
受信や、外部ネットワークを通じた送受信が普及するなか、小型アンテナの需要が高まる
傾向にある。
【０００３】
　テレビ用の室内アンテナとしては、従来からループアンテナやロッドアンテナ等が知ら
れており、これらのアンテナはテレビの近くに置かれ、アンテナケーブルを介してテレビ
と接続されている。
【０００４】
　一方、携帯電話等のモバイル機器のアンテナとしては、携帯電話本体から小型棒状のア
ンテナを突出させたものが一般的である（例えば特開２００４－２０７８８０号公報参照
）。
【０００５】
　しかしながら上記ループアンテナやロッドアンテナは嵩張る上、見た目にもデザイン的
に優れず、持ち運ぶにあたっても不便である。
【０００６】
　またモバイル機器のアンテナに関しては、限られたスペース内にアンテナを内蔵してい
ることから、受信感度が必ずしも満足できるものではない。
【０００７】
　更に近年、モバイル機器のアンテナには、電話・インターネット通信機能の他、テレビ
やラジオ放送、ＧＰＳ（global positioning system）、ＲＦＩＤ（radio frequency ide
ntification）、ブルートゥース等の多種多様な通信周波数に対応することが求められて
おり、複数のアンテナが必要とされている。これを１台のモバイル機器に搭載するにあた
っては、アンテナ１つあたりに割り当てられるスペースがますます少なくなっている。
【０００８】
　本発明は上記の様な事情に着目してなされたものであって、その主な目的は、送受信が
良好に行え、嵩張らず、機器のデザイン性を損なうことのないディスプレイ用透明アンテ
ナ及びアンテナ付きディスプレイ用透光性部材並びにアンテナ付き筺体用部品を提供する
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ことにある。
【発明の開示】
【０００９】
　ａ．ディスプレイ用透明アンテナ
本発明に係るディスプレイ用透明アンテナは、絶縁性を有するシート状の透明基体と、こ
の透明基体の表面に面状に形成されるアンテナパターンとを有し、上記アンテナパターン
の導電部が網目構造の導電性薄膜からなり、各網目の輪郭が略等幅の極細帯で構成され、
上記アンテナパターン形成部の光線透過率が７０％以上であることを特徴とする。
【００１０】
　本発明のディスプレイ用透明アンテナは、テレビや携帯電話等のディスプレイの画面に
平面的に取り付けるように構成されている。特に、携帯電話のような小型のモバイル機器
については、本体サイズは小さいもののその本体サイズに比べてディスプレイの占める割
合は比較的大きいことから、そのディスプレイの面積を有効利用してアンテナを取り付け
るようにしている。すなわち、従来、アンテナ配置スペースとして考えられていなかった
ディスプレイの前面をアンテナ配置スペースと利用するものである。
【００１１】
　本発明のディスプレイ用透明アンテナに従えば、アンテナパターンを構成している導電
部が多数の開口を有する網目構造に形成され、しかも各網目の輪郭が極細帯で構成されて
いるため、このディスプレイ用透明アンテナを通して表示画面を見たときに、アンテナパ
ターンが僅かな濃淡の変化としてしか認識されないという利点がある。
【００１２】
　また、ディスプレイ上の比較的広い面積をアンテナ配置スペースとして利用できるから
、受信感度を向上させることができ、良好な送受信が可能となる。
【００１３】
　また、複数のアンテナをモバイル機器に搭載する場合でも、上記の如く比較的広いディ
スプレイの前面を利用できるから、デザイン性を損なわずにアンテナの配置が可能である
。上記ディスプレイ用透明アンテナにおいて、光線透過率は、より好ましくは８０％以上
である。
【００１４】
　なお、ＩＴＯ（インジウムチンオキサイド）等の透明導電性膜を、ディスプレイの前面
にアンテナとして貼り付けることも考えられるが、透明導電性膜はその膜厚を薄くして透
明度を高くすればするほど、導電性の尺度としての表面抵抗が大きくなるという性質があ
る。したがって、透明性を確保しつつアンテナに必要とされる低抵抗を得ることが難しい
という事情がある。因に、透過性が確保された透明導電性膜の抵抗は数十～数百Ωである
のに対し、アンテナに要求される抵抗値はわずか３Ω以下と微小でなければならない。
【００１５】
　これに対し、本発明における極細帯の集合である網目構造は、透過性を確保しつつアン
テナに要求される低抵抗を実現することができる。
【００１６】
　本発明において、上記アンテナパターンは、ディスプレイの画素を形成する網目パター
ンに対してモアレ模様を生じない網目形状、網目ピッチ、バイアス角に設定されているこ
とを要旨とする。
【００１７】
　本発明において、上記網目構造を、形状およびサイズが同一である網目が平面上で規則
的に連続する平面網目で構成し、そのアンテナパターンの一部に、複数の網目内に対して
線状に、または複数の網目輪郭に対して帯状に識別パターンを付加すれば、それらの網目
を通過する光量が上記アンテナパターンを通過する光量よりも減衰するため、上記識別パ
ターンをアンテナパターンから浮き立たせることができる。
【００１８】
　上記識別パターンは、上記平面網目を構成している網目の輪郭を太帯にすることによっ
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て形成することができ、また、アンテナパターン上でその網目構造の一部の網目パターン
を１つの網目サイズを超えない範囲でシフトさせ、アンテナパターン上に重畳することに
よっても形成することができる。このような識別パターンをアンテナパターン上に連続的
または断続的に形成すれば、透明アンテナ面に文字、図柄を形成することができる。
【００１９】
　本発明において、上記網目構造を、平面上で規則的に連続する平面網目で構成するとと
もに、アンテナパターンと透明基体におけるアンテナパターン非形成部との境界領域に、
アンテナパターンとアンテナパターン非形成部との間で生じる明度差を減少させるグラデ
ーション部を設けることができる。
【００２０】
　上記グラデーション部は、上記境界領域におけるアンテナパターンの網目輪郭を一部欠
落させるか、または網目を粗くすることによって形成することができる。
【００２１】
　また、上記グラデーション部は、上記網目輪郭の欠落幅または網目の開口幅をアンテナ
パターン側からアンテナパターン非形成部側に向けて段階的に長くすることによって形成
することができる。
【００２２】
　また、上記グラデーション部は、縦方向導電線および横方向導電線を格子状に配置する
ことにより網目構造を構成し、その縦方向導電線および横方向導電線の少なくともいずれ
か一方についてその一部を欠落させるか、またはアンテナパターン側からアンテナパター
ン非形成部側に向けて導電線の間隔を広げることによっても形成することができる。
【００２３】
　本発明において、上記アンテナパターンは、網目構造の一部にスリットを有することに
より連続帯状に形成することができる。ただし、スリットの幅が網目サイズの最大寸法を
超えない幅とする。
【００２４】
　上記アンテナパターンは、アンテナ有効長を長くすることを目的として、網目構造に対
し複数のスリットを異なる方向から交互に所定長さ形成することにより蛇行状に形成する
ことができる。また、アンテナパターンは、上記網目構造の中心に向けて１本のスリット
を渦巻き状に入れることによって形成することができる。なお、上記網目の最大寸法は１
ｍｍとすることが好ましい。
【００２５】
　上記ディスプレイ用透明アンテナにおいて、上記網目の形状は幾何学図形で構成するこ
とができる。
【００２６】
　ただし、網目の輪郭が極細帯からなる幾何学図形を構成しないもの、例えば、シート面
に円形の孔を多数穿設したものは、円形孔を最大限密に並べて配置したとしても円形孔同
士の間に幅広部分ができてしまうことから、その幅広部分が目立つだけでなく光線透過率
を低下させる要因となる。したがって、アンテナパターンにおける網目形状として円形や
楕円形の幾何学図形を有していても網目の輪郭が極細帯で構成されていないものは本発明
に含まれない。
【００２７】
　このような極細帯の帯幅は３０μｍ以下であることが好ましい。この様に極細帯の帯幅
が細いと、該極細帯の存在が認識され難いからである。
【００２８】
　また、上記アンテナパターンは、銅または銅合金からなる極細金属線で構成することが
できる。
【００２９】
　また、上記アンテナパターンの表面に透明保護膜を形成することが好ましい。透明保護
膜によってアンテナパターンが損傷することを防止できるからである。
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【００３０】
　この場合、上記導電部の一部に給電用の電極を備え、この電極に対応する透明保護膜に
透孔部を設けその電極を露出させるように構成することが好ましい。
【００３１】
　また、上記極細帯の表面には低反射処理を施すことが好ましい。極細帯の素材が金属光
沢を放つものであっても、上記低反射処理によってこの光沢が減衰し、目立たなくなるか
らである。
【００３２】
　また、上記透明基体における導電部形成側と反対側の面には、透明粘着層を形成するこ
とができる。それにより、ディスプレイの前面に本発明のディスプレイ用透明アンテナを
容易に後付けすることができるようになる。
【００３３】
　ｂ．アンテナ付きディスプレイ用透光性部材
　本発明のアンテナ付きディスプレイ用透光性部材は、上記導電部の一部に給電用の電極
が備えられているディスプレイ用透明アンテナを、上記電極を突出させた状態で２枚のデ
ィスプレイ用透光性板材の間に挟んでなることを要旨とする。なお、上記ディスプレイ用
透光性板材としては、ディスプレイの最表面に一般的に用いられる保護パネル等の透明合
成樹脂製板材が挙げられるが、この他、ガラスであっても良い。
【００３４】
　本発明のアンテナ付きディスプレイ用透光性部材は、例えばディスプレイ用保護パネル
を２層構造とし、この製造過程において保護パネル各層の接合面に透明アンテナを埋設す
る様にすれば得ることができる。
【００３５】
　この様なアンテナ付きディスプレイ用透光性部材によれば、後付けする場合のようにデ
ィスプレイの表面に透明アンテナ厚さ分の段差ができず、よりデザイン性を高めることが
できる。また、ディスプレイ用透光性部材間に埋設することによって安定したアンテナ性
能を確保することができる。
【００３６】
　上記ディスプレイ用透光性部材においては、上記ディスプレイ用透明アンテナと上記デ
ィスプレイ用透光性板材とを射出成形により一体化することができる。これにより、ディ
スプレイ用透明アンテナとディスプレイ用透光性板材の一体性が増す。
【００３７】
　上述したディスプレイ用透明アンテナ及びにアンテナ付きディスプレイ用透光性部材に
よれば、表示画面をアンテナス配置ペースとして有効に利用できるため、別途アンテナ配
置スペースを確保する必要がなくなり、特にモバイル機器に適用した場合には小型化が可
能になる。
【００３８】
　しかも、ディスプレイの前面に配置しても、視認性を低下させず良好な表示状態が得ら
れる。さらにまた、機器のデザイン性を損なわず、嵩張らず、且つ良好なアンテナ性能を
発揮する。加えて複数のアンテナを機器のデザイン性を損なうことなく搭載することが可
能になり、機器の小型化並びに高性能化を図る上で有効である。
【００３９】
　ｃ．アンテナ付き筺体用部品
　本発明のアンテナ付き筺体用部品は、樹脂成形品を主構成層とし且つ不透明な装飾部を
部分的又は全体的に有する筺体用部品であって、上記不透明な装飾部の装飾を付与する層
の前面側に面状、且つ光線透過率が７０％以上のアンテナパターンを有し、そのアンテナ
パターンの導電部が網目構造の導電性薄膜からなり、各網目の輪郭が略等幅の極細帯で構
成され、またアンテナパターンへの給電用の電極を有していることを要旨とする。
【００４０】
　本発明の別のアンテナ付き筺体用部品は、樹脂成形品を主構成層とし且つ背面からの照



(8) JP 4814223 B2 2011.11.16

10

20

30

40

50

光によって装飾効果が得られる透過性装飾部を部分的又は全体的に有する筺体用部品であ
って、上記透過性装飾部に面状且つ光線透過率が７０％以上のアンテナパターンを有し、
そのアンテナパターンの導電部が網目構造の導電性薄膜からなり、各網目の輪郭が略等幅
の極細帯で構成され、またアンテナパターンへの給電用の電極が備えられていることを要
旨とする。
【００４１】
　本発明のさらに別のアンテナ付き筺体用部品は、樹脂成形品を主構成層とし且つ側面か
らの照光によって装飾効果が得られる透過性装飾部を部分的又は全体的に有する筺体用部
品であって、上記透過性装飾部の樹脂成形品の前面側に面状且つ光線透過率が７０％以上
のアンテナパターンを有し、そのアンテナパターンの導電部が網目構造の導電性薄膜から
なり、各網目の輪郭が略等幅の極細帯で構成され、またアンテナパターンへの給電用の電
極が備えられていることを要旨とする。
【００４２】
　上記アンテナ付き筺体用部品において、筺体用部品が装飾部以外にディスプレイ用の透
明窓部を有する場合、その透明窓部までアンテナパターンを延設することができる。また
、この場合、上記筺体用部品とは、ディスプレイ用の透明窓部とその窓枠部分のみからな
るウインドウカバーも含まれる。
【００４３】
　このように透明窓部までアンテナパターンが延設されている場合、複数のアンテナを機
器に搭載するにあたっても、比較的広い面積のディスプレイの前面を利用できるから、デ
ザイン性を損なわずに搭載が可能である。
【００４４】
　また、上記筺体用部品はウインドウカバーを兼ねることができる。
【００４５】
　また、上記透明窓部に延設されるアンテナパターンは、ディスプレイの画素を形成する
網目パターンに対してモアレ模様を生じない網目形状、網目ピッチ、バイアス角に設定さ
れることが好ましい。
【００４６】
　また、上記アンテナパターンの導電部の一部を上記給電用の電極として兼用することが
できる。
【００４７】
　上記アンテナ付き筺体用部品に従えば、アンテナパターンの導電部が多数の開口を有す
る網目構造に形成され、しかも各網目の輪郭が極細帯で構成されているため、不透明な装
飾部や照光によって装飾効果が得られる照明装飾部を見たときに、アンテナパターンが僅
かな濃淡の変化としてしか認識されず、配置したアンテナが筺体に施されている意匠を害
することがない。
【００４８】
　しかも、比較的広いディスプレイの前面をアンテナ取り付け用スペースとして利用でき
るから、受信感度を向上させることができ、良好な送受信が可能となる。なお、上記光線
透過率はより好ましくは８０％以上である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】図１は、本発明の第一実施形態に係るディスプレイ用透明アンテナの取付状態を
示す説明図である。
【図２】図２は、図１に示すディスプレイ用透明アンテナの拡大図である。
【図３】図３は、図２に示すＡ－Ａ矢視断面図である。
【図４】図４は、図２の導電部を構成している極細金属線の基本パターンを示す要部拡大
図である。
【図５】図５は、アンテナパターンの変形例を示す図４相当図である。
【図６】図６は、アンテナパターンの別の変形例を示す図４相当図である。
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【図７】図７は、ディスプレイ用透明アンテナの第二実施形態を示す拡大図である。
【図８】図８は図７のＣ部拡大図である。
【図９】図９は図８の文字部の一部を拡大した拡大図である。
【図１０】図１０は図８の文字影部の拡大図である。
【図１１】図１１(ａ)～(ｃ)は強調による文字デザイン方法を示す説明図である。
【図１２】図１２は図形のシフトによる文字デザイン方法を示す説明図である。
【図１３】図１３は強調と図形シフトを併用した文字デザイン方法を示す説明図である。
【図１４】図１４は、ディスプレイ用透明アンテナの第三実施形態を示す拡大図である。
【図１５】図１５は、図１４のＤ－Ｄ矢視断面図である。
【図１６】図１６は、図１４のＥ部拡大図である。
【図１７】図１７は、図１６のＦ部拡大図である。
【図１８】図１８は、図１６のＧ部拡大図である。
【図１９】図１９は、図１６のＨ部拡大図である。
【図２０】図２０は、第三実施形態におけるグラデーションの第一変形例を示す説明図で
ある。
【図２１】図２１は、グラデーションの第二変形例を示す説明図である。
【図２２】図２２は、グラデーションの第三変形例を示す説明図である。
【図２３】図２３は、グラデーションの第四変形例を示す説明図である。
【図２４】図２４は、ディスプレイ用透明アンテナの第四実施形態を示す平面図である。
【図２５】図２５は、図２４のＪ部拡大図である。
【図２６】図２６は、スリットの配置を説明する説明図である。
【図２７】図２７は、スリットの配置を説明する説明図である。
【図２８】図２８は、アンテナパターンの網目形状とスリットの配置を示す説明図である
。
【図２９】図２９は、アンテナパターンの網目形状とスリットの配置を示す説明図である
。
【図３０】図３０は、アンテナパターンの網目形状とスリットの配置を示す説明図である
。
【図３１】図３１は、アンテナパターンの網目形状とスリットの配置を示す説明図である
。
【図３２】図３２は、スリットの第一の形成パターンを示す平面図である。
【図３３】図３３は、スリットの第二の形成パターンを示す平面図である。
【図３４】図３４は、スリットの第三の形成パターンを示す平面図である。
【図３５】図３５は、スリットの第四の形成パターンを示す平面図である。
【図３６】図３６は、スリットの第五の形成パターンを示す平面図である。
【図３７】図３７は、本発明に係るアンテナ付き筺体用部品の正面図である。
【図３８】図３８は、ストレート型の携帯電話機に筺体用部品を適用した例を示す斜視図
である。
【図３９】図３９は折り畳み式の携帯電話機に筺体用部品を適用した例を示し、(ａ)は開
いた状態、(ｂ)は閉じた状態を示す斜視図である。
【図４０】図４０(ａ)～(ｄ)は、図３７の導電部の配置を説明した模式図である。
【図４１】図４１は、本発明に係るアンテナ付き筺体用部品の変形例を示す図３７相当図
である。
【図４２】図４２(ａ)および(ｂ)は、図４１の導電部と光源の関係を示した断面図である
。
【図４３】図４３は、図４１の導電部と別の光源の関係を示した断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５０】
　以下、図面に示した実施形態に基づいて本発明を詳細に説明する。
【００５１】
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　ａ-１．ディスプレイ用透明アンテナの第一実施形態
　図１は、本発明の第一実施形態に係るディスプレイ用透明アンテナ（以下透明アンテナ
と略称する）１を携帯電話機２の表示画面３に取り付けた状態を示した概略図である。
【００５２】
　携帯電話機２は２つ折りタイプのものであり、折り畳んで状態で外側となる面に表示画
面（サブウインドウ）３を備えている。そしてこの表示画面３の表示範囲全体に透明アン
テナ１が貼着されている。
【００５３】
　透明アンテナ１の給電用電極は、表示画面３の外枠に設けられた出入力端子を介して携
帯電話機２内の送受信部に接続されている。
【００５４】
　図２において、透明アンテナ１は、電気絶縁性を有する透明基体としての透明プラスチ
ックシート１ａ上に導電部１ｂによるアンテナパターンが形成されたものである。透明ア
ンテナ１の外形は表示画面１２サイズにほぼ対応する長方形状をなしている。
【００５５】
　上記透明プラスチックシート１ａとしては、ポリカーボネート、アクリル、ポリエチレ
ンテレフタレート、トリアセチルセルロース等の透明樹脂フィルム或いは板材を使用する
ことができる。なお、透明基体として、シート状の透明ガラスを使用することもできる。
【００５６】
　上記導電部１ｂは網目構造の導電性薄膜からなり、銅、ニッケル、アルミニウム、金、
銀等の金属薄膜、或いはこれらの金属微粒子を含有する導電樹脂ペースト膜、またはカー
ボン微粒子含有の導電樹脂ペースト膜を用いることができる。
【００５７】
　そして透明プラスチックシート１ａ上に形成した導電性薄膜のフォトエッチングによっ
て、または印刷レジストによるエッチングの方法によって、さらにまた、導電樹脂ペース
トを印刷する方法等によって微細な網目状パターンに形成されている。
【００５８】
　電極部１ｃは、携帯電話機２の表示画面３の外枠に設けられた出入力端子に当接させる
ためのものであり、この電極部１ｃは、導電部１ｂと電気的に接続される方形状のシート
で形成されている。
【００５９】
　上記アンテナパターンをフォトエッチングにより形成する場合、金属薄膜或いは導電樹
脂ペースト膜（以下これらについて、説明の便宜上、金属薄膜と称することがある）の上
にフォトレジスト膜を形成しフォトマスクを用いて露光し、現像液で現像することにより
レジスト膜のアンテナパターンを形成する。
【００６０】
　これをエッチング液によりエッチングし、レジスト膜を剥離除去することにより極細金
属線（導電樹脂ペースト膜から形成された極細導電樹脂線を含む、以下同じ）からなるア
ンテナパターンを形成する。
【００６１】
　また、アンテナパターンを印刷レジストのエッチングにより形成する場合は、上記金属
薄膜の上にスクリーン印刷、グラビア印刷、インクジェット等の方法でレジスト膜のアン
テナパターンを印刷し、エッチング液により金属薄膜におけるレジスト被覆部以外をエッ
チングし、その後レジスト膜を剥離することにより金属薄膜のアンテナパターンを形成す
る。
【００６２】
　また、アンテナパターンを導電樹脂ペーストの印刷により形成する場合は、金属微粒子
を含む導電樹脂ペースト、カーボン樹脂ペースト等で透明基材上にアンテナパターンを印
刷し、導電性のアンテナパターンを形成する。この際の印刷手法としては上記と同じくス
クリーン印刷、グラビア印刷、インクジェット等が挙げられる。
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【００６３】
　なお、網目状パターンに形成された極細帯表面を低反射処理すれば、金属等の反射色が
抑制され透明アンテナ１の存在が目立たなくなる。それにより、網目状パターンを通して
表示画面３を見たときの視認性が高まるようになる。加えて表示画面３におけるコントラ
ストが上がって画質が向上することも期待できる。
【００６４】
　上記低反射処理の具体例としては、化成処理やめっき処理等の表面処理が挙げられる。
化成処理は、酸化処理、硫化処理することによって金属表面に低反射層を形成するもので
あり、例えば極細金属線の素材に銅を使用し、その表面に酸化処理によって酸化皮膜を形
成すれば、極細金属線の断面寸法を減じることなくその極細金属線の表面を光反射防止性
を備えた黒色に処理することができる。
【００６５】
　また、めっき処理として極細金属線に対して例えば黒色クロムめっきを施せば、光反射
防止性を備えた黒色に極細金属線の表面を処理することができる。また、高電流密度の銅
めっきを施せば、茶褐色に処理することができる。
【００６６】
　図３に示すように、透明プラスチックシート（透明基体）１ａ上に導電部１ｂが形成さ
れており、この導電部１ｂは透明カバー層（透明保護膜）１ｄによって被覆されている。
【００６７】
　透明アンテナ１を表示画面３の前面に貼着する場合、透明アンテナ１の下面側を表示画
面３に対向させて取り付けてもよく、また、透明アンテナ１の上面側を表示画面３に対向
させて取り付けることもできる。
【００６８】
　なお、透明アンテナ１の上面側を表示画面３に対向させて取り付ける場合、透明プラス
チックシート（透明基体）１ａが、透明カバー層１ｄのように導電部１ｂを保護する役割
を果たすことになるため、透明カバー層１ｄを省略することができる。この場合、導電部
１ｂの表面に透明粘着層１ｆを設けると良い。
【００６９】
　一方、透明アンテナ１の下面側を表示画面３に対向させて取り付けた場合、透明カバー
層１ｄで導電部１ｂが保護され、透明アンテナ１が取り付けられた携帯電話機２の周辺環
境、例えば温度、湿度等が変化しても、安定したアンテナ性能を維持することができる。
また透明カバー層１ｄにより、アンテナパターンに傷も付き難い。
【００７０】
　上記透明カバー層１ｄを形成する方法としては、例えば、透明接着剤または粘着剤を用
いて導電部１ｂからなるアンテナパターン上に透明フィルムを貼り合わせることによって
形成することができ、また、アンテナパターン上に透明樹脂を所定厚さ塗布することによ
り形成することもできる。
【００７１】
　この透明カバー層１ｄの一部には透孔部１ｅが設けられており、この透孔部１ｅを通じ
て電極部１ｃが露出するようになっている。この露出した電極部１ｃに上記表示画面３の
外枠に設けられた出入力端子や、アンテナワイヤが接続される。
【００７２】
　また、透明プラスチックシート１ａにおける導電部１ｂと反対側の面には透明粘着層１
ｆが設けられており、この透明粘着層１ｆの表面は剥離シート１ｇが貼られている。透明
粘着層１ｆとしてはアンテナの透明性を損なわないもの、例えば透明のアクリル系粘着材
等を使用することができる。
【００７３】
　透明アンテナ１を携帯電話機２の表示画面に後付けで貼り付ける場合、上記剥離シート
１ｇを剥がして透明粘着層１ｆを露出させ、その透明粘着層１ｆを介して透明アンテナ１
を表示画面３の前面に貼着することになる。
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【００７４】
　なお、上記構成を有する透明アンテナ１が取り付けられる対象としては、上記携帯電話
機２の表示画面３の他、テレビのモニター画面やパーソナルコンピューターの表示画面等
、様々なディスプレイの前面に取り付けることができる。
【００７５】
  ｂ．ディスプレイ用透光性部材
　一方、上記透明アンテナ１を用いてアンテナ付きディスプレイ用透光性部材を構成する
場合、透明アンテナ１を２枚のディスプレイ用透光性板材の間に挟み込む様にする。なお
、上記ディスプレイ用透光性板材としては透明アクリル板や透明ポリカーボネート板等の
透明合成樹脂製板材が挙げられる。
【００７６】
　なお、本発明において透光性部材とは、実質的に透明に近い光透過性を有する部材を意
味する。
【００７７】
　この様に透明アンテナ１を透光性板材の間に埋設させると、透明アンテナ１は２枚の透
光性板材と一体化されるため、透明粘着層１ｆは必ずしも設けなくとも良い。なお、透明
カバー層１ｄは必要に応じて形成すると良い。また上述の如く透明カバー層１ｄに透孔部
１ｅを設けたのと同様に、ディスプレイ用透光性板材の一部であって透孔部１ｅと対応す
る箇所に透孔部を設け、この透孔部を通じて電極部１ｃが露出するようする。この露出し
た電極部１ｃに上記表示画面３の外枠に設けられた出入力端子や、アンテナワイヤを接続
する。
【００７８】
　更にディスプレイ用透光性板材の原料として樹脂を使用する場合、溶融樹脂をペースト
状に吐出し、その樹脂の間に透明アンテナ１が位置する様にして射出成形しても良い。な
お、上記溶融樹脂が硬化すると、透明アンテナ１が２枚のディスプレイ用透光性板材の間
に挟まれて一体化される。
【００７９】
　この様に透明アンテナ１をインサートして射出成形した場合には３次元曲線をもつアン
テナ付きディスプレイ用透光性板材も容易に形成することができる。従って表示画面３が
３次元曲線をもつ形状の場合にも装着可能である。
【００８０】
　また、上記ディスプレイ用透光性板材の素材として高硬度を持つ材料を用いた場合には
、透明アンテナ１を従来のディスプレイ保護パネルの代わりとして用いることもできる。
またディスプレイ用透光性板材について低反射処理を施したものを用いれば、表示画面３
に表示される内容の視認性を高めることができる。
【００８１】
　引き続き、ディスプレイ用透明アンテナについて説明する。
【００８２】
　図４～図６は透明アンテナにおけるアンテナパターンの一部を拡大して示したものであ
る。
【００８３】
　図４に示すアンテナパターンは、Ｘ方向およびＹ方向に伸びる直線状の導電部１ｂが格
子状の網目に形成されており、透明アンテナ１における光線透過率が７０％以上確保でき
るようになっている。
【００８４】
　透明性の尺度である上記光線透過率とは、特定の色温度をもった光源から出たあらゆる
波長の光が試料面を通過した全光量を対象とする全光線透過率を意味する。また、光線透
過率が７０％を下回ると、透明アンテナ１を通して見たディスプレイの画像が暗くなり、
画質を損なう。一方で、過度に透過率を上げると、良好なアンテナ特性（表面抵抗値等）
が得られないので、この点を考慮して設定すると良い。
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【００８５】
　上記光線透過率は日本電色工業社製の分光測定器（型番ＮＤＨ２０００）を用いて測定
したものである。ただし、空気層における光線透率１００％を基準としている。
【００８６】
　また光線透過率は、透明アンテナ１に透明カバー層１ｄが形成されている場合には、そ
の透明カバー層１ｄを含めた状態で測定され、透明粘着層１ｆが設けられている場合には
、その透明粘着層１ｆを含めた状態で測定される。
【００８７】
　また、方形の輪郭を形取るＸ方向の極細金属線（極細帯）１ｉおよびＹ方向の極細金属
線（極細帯）１ｊの線幅ｗはそれぞれ３０μｍ以下の等幅に形成されている。線幅ｗが３
０μｍを上回ると、アンテナパターンの網目が目立ってしまい、且つデザイン性も悪くな
ることに加えて、ディスプレイの映像を見る上で邪魔になる。
【００８８】
　線幅ｗが３０μｍ以下であると、アンテナパターンの存在が認識され難く、ディスプレ
イの表示が見やすい。なお、極細金属線の膜厚は、線幅／膜厚ｔのアスペクト比が０．５
以上になるようにすると、精度の良いアンテナパターンを作り易くなる。
【００８９】
　本実施形態において、透明アンテナ１の光線透過率は、上記極細金属線１ｉおよび１ｊ
の線幅とそれら極細金属線１ｉおよび１ｊで囲まれることによって形成される開口部Ｂの
サイズとの組み合わせを選択することによって７０％以上の光線透過率を確保できるよう
にしている。
【００９０】
　図５に示すアンテナパターンは、六角形を核としＸ方向およびＹａ方向，Ｙｂ方向に連
続させることによって網目形状にしたものである。
【００９１】
　六角形の輪郭となる極細金属線１ｋの線幅ｗは３０μｍ以下である。
【００９２】
　図６に示すアンテナパターンは、梯子形を核としＸ方向およびＹ方向に連続させること
によって網目形状にしたものである。梯子形の輪郭となる極細金属線１ｌおよび１ｍの線
幅ｗはそれぞれ３０μｍ以下である。
【００９３】
　このようにアンテナパターンは、矩形が核となって連続するもの、多角形が核となって
連続するもの、梯子形が核となって連続するものが示される。
【００９４】
　更にディスプレイの画素を形成する網目パターンに対して、ディスプレイ用透明アンテ
ナがモアレ模様を生じないようにする為、ディスプレイの画素の大きさや形状に応じて、
透明アンテナパターンの網目形状、網目ピッチ、バイアス角を調整する。実際には何種類
かの試作品を作成し、目視によってモアレ模様の有無を確認し、仕様を決定する手法が簡
便である。
【００９５】
　このなかでも特に正方形が核となって連続するものは、他の多角形状に比べてアンテナ
パターンが筋状に認識され難いので好ましい。
【００９６】
　なお、モアレ模様とは、網目状パターンを重ね合わせたときに上下の網目の干渉によっ
て見える太い筋斑のことである。
【００９７】
　また、或る形状が核となって規則的に連続するパターンを見たとき、その核（開口）の
連続する方向に沿って輪郭が連続する筋状に見える傾向がある。例えば六角形が核となっ
たものの場合では、その連続方向に沿った上記極細帯の線がジグザグとなる為に、このジ
グザグの振幅の分だけ太く見えてしまい、結果として極細帯が膨張した状態に見えてしま
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う。
【００９８】
　この点において上記正方形が核となって連続するものの場合は、連続方向に沿った極細
帯の線が真っ直ぐとなるから、本来の幅よりも太く見える懸念がなく、前述の様に極細帯
は３０μｍ以下と非常に細いので、その存在が認識され難く、アンテナパターンが目立た
ない。
【００９９】
　また長方形が核となって連続するものの場合では、この長方形の長辺方向と短辺方向の
ピッチが違うので、全体を見たときに、長辺方向に比べてピッチの短い短辺方向が濃く現
れ、これが筋状となってちらついて見える傾向にあるが、上記正方形が核となって連続す
るものでは、この様な筋状は現れず、目立たない。
【０１００】
　なお、上記正方形には、完全に角張った正方形に限らず、面取りされた正方形も含まれ
る。
【０１０１】
  （実施例１）
　以下、実施例を挙げて本発明をより具体的に説明するが、本発明はもとより下記実施例
によって制限を受けるものではなく、前・後記の趣旨に適合し得る範囲で適当に変更を加
えて実施することも勿論可能であり、それらはいずれも本発明の技術的範囲に包含される
。
【０１０２】
　厚さ１００μｍの透明ポリエチレンテレフタレートフィルム（透明基体１ａ）上に、め
っき触媒入りの透明樹脂層を形成し、これに無電解銅ニッケルめっき処理を行い、続いて
電気銅めっき処理を行うことにより金属薄膜を形成した。
【０１０３】
　次いで、金属薄膜の両面を低反射処理した。次にフォトエッチングの手法により、上記
金属薄膜に網目開口を形成し（網目構造の導電性薄膜となる）、アンテナパターンとした
。
【０１０４】
　このアンテナパターンの導電部１ｂは、図４に示す様な正方形網目パターンであり、そ
の極細帯１ｉは線幅（ｗ）１５μｍ、線間ピッチ４００μｍ、バイアス角３０°である。
【０１０５】
　次にこのアンテナパターンの導電部１ｂの上に、アクリル系透明接着剤を用いて、低反
射処理を施した厚さ１２５μｍの透明ポリエチレンテレフタレートカバーフィルム（透明
カバー層（透明保護膜）１ｄ）を接着した。ただし、電極部１ｃについては上記カバーフ
ィルムの一部をカットすることにより形成されている開口部（透孔部１ｅ）から露出させ
ておく。
【０１０６】
　透明ポリエチレンテレフタレートフィルム（透明基体１ａ）における導電部１ｂと反対
側の面（裏面）には、透明アンテナ１を、機器の表示画面上に貼り付けるための剥離シー
ト付きの透明アクリル系両面粘着フィルム（透明粘着層１ｆ）を貼り付けた。
【０１０７】
　この様にして透明ポリエチレンテレフタレートフィルム上にアンテナパターンが形成さ
れ、さらにカバーフィルムで被覆され、透明ポリエチレンテレフタレートフィルムの裏面
に剥離シート付きの透明アクリル系両面粘着フィルムが貼り付けられた積層体が得られ、
この積層体をアンテナパターンに沿ってその外側をカットし、透明アンテナ１を作製した
。
【０１０８】
　上記のようにした作製された透明アンテナ１の光線透過率は８２％であった。
【０１０９】
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　この透明アンテナ１の剥離シート１ｇを剥がし、液晶テレビの画面上に貼り付け、露出
した電極部１ｃにアンテナコードを接続して、このアンテナコードを液晶テレビ本体の受
信部に接続した。
【０１１０】
　テレビ放送を受信したところ、良好な受信状態が得られた。また該透明アンテナ１は、
アンテナパターンの存在がほとんど認識できず、美しい画像を見ることができた。
【０１１１】
　（実施例２）
　厚さ１００μｍの透明ポリカーボネートフィルム（透明基体１ａ）上に、両面を低反射
化した厚さ１２μｍの銅箔を透明接着剤で接着し、次いでレジスト膜のアンテナパターン
を印刷し、エッチング液により銅箔におけるレジスト被覆部以外をエッチングした後、レ
ジスト膜を剥離してアンテナパターンを形成した。このアンテナパターンの導電部１ｂは
、その網目開口の形状が一辺５００μｍの正六角形格子パターンとなっており、極細帯１
ｋ（図５参照）の線幅が２５μｍである。
【０１１２】
　次いで作製されたアンテナパターンに沿ってその外側をカットし、透明アンテナ１を作
製した。この透明アンテナ１を、携帯電話機のサブウインドウ保護パネル用の金型内に挿
入し、その金型内にポリカーボネート樹脂を供給して射出成形を行った。これにより透明
アンテナ１の表裏面にポリカーボネート製からなる透光性板材層が配置された携帯電話機
用サブウインドウパーツ（アンテナ付きディスプレイ用透光性部材）を得た。ただし、こ
の射出成形にあたっては、電極部１ｃを透光性板材の周縁から突出させる構造とした。
【０１１３】
　得られたアンテナ付きサブウインドウパーツの光線透過率は７３％であった。
【０１１４】
　このアンテナ付きサブウインドウパーツを携帯電話機のサブウインドウに取り付けると
共に、電極部１ｃをサブウインドウ外枠に設けられた出入力端子に接続した。
【０１１５】
　この携帯電話機を作動させたところ、透明アンテナ１のアンテナパターンの存在がほと
んど認識できず、美しい表示画像を見ることができた。また電波の受信状態も良好であっ
た。
【０１１６】
　ａ-２．ディスプレイ用透明アンテナの第二実施形態
　第二実施形態の透明アンテナは、アンテナパターン上に文字や模様をデザインできるよ
うにしたものである。
【０１１７】
　図７に示す透明アンテナ１０は、電気絶縁性を有する透明基体としての透明プラスチッ
クシート１０ａ上に、導電部１０ｂとしてのアンテナパターンを面状に形成したものであ
り、横長の長方形状に形成されたアンテナパターンの左上部にはアンテナ端子１０ｃが形
成されている。
【０１１８】
　１０ｄは透明アンテナ１０にデザイン処理されたロゴであり、このロゴの形成方法につ
いては後述する。
【０１１９】
　上記透明プラスチックシート１０ａは、図３に示した透明プラスチックシート１ａと同
じ素材から構成されており、上記導電部１０ｂもまた、図３に示した導電部１ｂと同じ構
成、同じ素材から構成されている。
【０１２０】
　上記アンテナ端子１０ｃはアンテナコードの給電部（図示しない）を貼り付けるための
ものであり、このアンテナ端子１０ｃは、網目状パターンと電気的に接続されている方形
状のシートで形成されている。
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【０１２１】
　図８は図７のＣ部を拡大したものである。
【０１２２】
　ロゴ１０ｄは導電部１０ｂで構成されたメッシュ部１０ｅ上に形成されており、文字部
１０ｆとその文字部１０ｆの影を表す文字影部１０ｇとの組み合わせによって構成されて
いる。
【０１２３】
　文字部１０ｆは、それをさらに拡大した図９に示すように、メッシュ部１０ｅの導電線
よりも太幅の導電線からなる導電部（太帯）１０ｈで構成されており、メッシュ部１０ｅ
における開口部１０ｉの開口面積よりも文字部１０ｆにおける開口部１０ｊの開口面積を
小さく設定することにより光線透過率を変化させ、それにより、メッシュ部１０ｅと文字
部１０ｆとの境界を強調させるとともに、文字部１０ｆが浮き立つようにしている。
【０１２４】
　一方、図８示した文字影部１０ｇは、それをさらに拡大した図１０に示すように、文字
部１０ｆの導電線と同幅であるが、文字部１０ｆよりもさらに密な網目パターンからなる
導電部１０ｋで構成されており、文字部１０ｆにおける開口部１０ｊの開口面積よりも文
字影部１０ｇにおける開口部１０ｍの開口面積を小さく設定することにより、文字影部１
０ｇが強調されるようになっている。なお、文字影部１０ｇにおける開口部１０ｍの開口
面積は文字部１０ｆの開口面積の略３／４～１／４に設定されている。
【０１２５】
　上記文字部１０ｆおよび文字影部１０ｇは、網目を通過する光量を一定量減衰させるこ
とによりアンテナパターンの一部を識別させる識別パターンとして機能する。
【０１２６】
　それにより、図８に示したように、薄色のメッシュ部１０ｅ上に文字部１０ｆが濃いメ
ッシュパターンで表現され、文字部１０ｆの右側に密なメッシュパターンからなる文字影
部１０ｇが形成される。
【０１２７】
　その結果、デザインされたロゴ１０ｄが、メッシュ部１０ｅ上に明瞭に浮き立って見え
るようになる。
【０１２８】
　しかも、このようにして形成されたロゴ１０ｄは、太さや密度の違いがあるだけで開口
部を有するメッシュパターンを維持しているため、透光性を失うことがない。
【０１２９】
　図１１～図１３は識別パターンの各種形成方法を示したものである。
【０１３０】
　図１１(ａ)はメッシュ部１０ｅの網目を単位としてメッシュ部１０ｅの導電線よりも太
幅の導電線を用いて導電部１０ｈを形成し、ロゴ「Ｎ」を強調させたものである。
【０１３１】
　同図(ｂ)は複数の網目（図では４つの網目）単位でメッシュ部１０ｅの導電線よりも太
幅の導電線を用いて導電部１０ｈ′を形成し、Ｕ字状のロゴを強調させたものである。
【０１３２】
　同図(ｃ)は一つの網目をさらに複数の網目に分割（図では４分割）し、網目内に十字状
の導電部１０ｈ′′を形成し、ロゴ「Ｎ」を強調させたものである。
【０１３３】
　図１２は開口部１０ｉが正方形で構成されたメッシュ部１０ｅの一部に文字パターン１
０ｎをシフトさせた状態でロゴ「Ｓ」を表現したものであり、その文字パターン１０ｎを
構成している正方形図形は、メッシュ部１０ｅを構成している正方形図形と同じサイズで
構成され、メッシュ部１０ｅにおける開口部１０ｉの対角線方向に平行移動させたもので
ある。
【０１３４】
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　図１３は図１１に説明した強調方法と図１２で説明したシフトによる強調方法とを組み
合わせたものである。このように各種の強調方法を用いれば、文字に限らず、図柄を任意
に表現することができる。
【０１３５】
　上記実施形態ではアンテナパターン上に文字パターンを連続した状態で形成したが、こ
の文字パターンは文字として認識できれば例えば１つの網目を飛ばして断続的に形成した
ものであてもよい。
【０１３６】
　次に、本発明に係る文字或いは図柄がデザインされた透明アンテナの製造方法について
説明する。
【０１３７】
　（実施例３）
　１２５μｍ厚の透明ポリエステルフィルムと１８μｍ厚の銅箔とを接着剤を介してラミ
ネートし、そのポリエステルフィルムにおける銅箔と反対側の面に透明粘着層を形成した
。
【０１３８】
　次いで銅箔面に液状のフォトレジストを塗布した後、フォトマスクを用いて露光した。
【０１３９】
　このフォトマスクは、主として正方格子（導電部の線幅２０μｍ，導電部の配線ピッチ
５００μｍ）の開口部を有するアンテナパターンを有し、そのアンテナパターンの一部に
開口率が異なる正方格子（導電部の線幅４０μｍ，導電部の配線ピッチ５００μｍ）が文
字の形に沿って形成されているものである。
【０１４０】
　なお、上記異なる開口率の正方格子を有するアンテナパターンは、パソコン上で入力し
たＣＡＤデータと自動描画装置によって作製した。
【０１４１】
　次いで、従来公知の現像処理でアンテナパターン以外のレジストを現像液を用いて除去
し、さらに、エッチングを行い、剥離液を用いてレジスト除去を行うことにより、アンテ
ナパターンに文字の形のデザインを施した。
【０１４２】
　このようにして製作された透光性アンテナは、図１１(ａ)に示したように開口率の異な
る正方格子（１０ｈ参照）が文字となって現れ、アンテナパターン上に形成された文字が
アンテナパターンと一体化しておりデザイン性に優れていることが確認された。また、開
口率の異なる正方格子（１０ｈ）部分についても透光性が確保されているため透明性が良
好であった。
【０１４３】
　（実施例４）
　１００μｍ厚の透明ポリカーボネートフィルム上に、無電解めっき触媒を分散させた透
明アンカー層を形成した後、無電解めっき、電気めっきを行うことにより両面に低反射層
が形成された５μｍ厚の導電層を得た。
【０１４４】
　その後、フォトレジストを塗布した、フォトマスクを用いて露光した。
【０１４５】
　このフォトマスクは、主として正方格子（導電部の線幅３０μｍ，導電部の配線ピッチ
８００μｍ）の開口部を有するアンテナパターンを有し、そのアンテナパターンの一部に
、正方格子（導電部の線幅３０μｍ，導電部の配線ピッチ８００μｍ）を平行移動させる
ことにより文字の形に沿ったパターンを形成したものである。
【０１４６】
　次いで、従来公知の現像処理、エッチング、レジスト除去を行うことにより、アンテナ
パターンに文字の形をデザインした。
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【０１４７】
　このようにして製作された透光性アンテナは、図１２に示したように開口率の異なる正
方格子（１０ｎ参照）がシフトされた状態で文字となって現れ、その結果、透明性が良好
であり且つデザイン性に優れた透光性アンテナが得られた。
【０１４８】
　（実施例５）
　１２５μｍ厚の透明ポリエステルフィルム上に、無電解めっき触媒を分散させた透明ア
ンカー層を形成した後、無電解めっき、電気めっきを行うことにより４μｍ厚の導電層を
形成した。
【０１４９】
　次いでフォトレジストを塗布し、フォトマスクを用いて露光した。
【０１５０】
　このフォトマスクは、主として長方形格子（導電部の線幅２０μｍ，導電部の配線ピッ
チ：横方向５００μｍ×縦方向９００μｍ）の開口部を有するパターンを有し、そのアン
テナパターンの一部に、一つの長方形格子を４分割して開口率を変化させた正方格子（導
電部の線幅２０μｍ，導電部の配線ピッチ：横方向２５０μｍ×縦方向４５０μｍ）で文
字の形に沿ったパターンを形成したものである。
【０１５１】
　次いで、従来公知の現像処理、エッチング、レジスト除去を行うことにより、アンテナ
パターンに文字の形をデザインした。その結果、透明性が良好であり且つデザイン性に優
れた透光性アンテナが得られた。
【０１５２】
　（実施例６）
　印刷レジストを使用し、主として正方格子（導電部の線幅が３０μｍ，導電部の配線ピ
ッチ５００μｍ）の開口部を有するアンテナパターン、およびその一部に開口率の異なる
正方格子（導電部の線幅１００μｍ，導電部の配線ピッチ５００μｍ）で文字の形を形成
したスクリーン版でパターニングした以外は上記実施例３と同じように従来公知のエッチ
ング処理、レジスト除去を行うことにより、アンテナパターンに文字の形のデザインを施
した。その結果、上記実施例３～５に示したフォトレジスト法に比べるとパターン形成精
度が低下するものの簡易に透明性が良好でデザイン性に優れた透光性アンテナが得られた
。
【０１５３】
　上記した第二実施形態によれば、透光性とアンテナ性能を確保しつつしかもデザイン性
にも優れた透明アンテナを提供することができる。
【０１５４】
 ａ-３．ディスプレイ用透明アンテナの第三実施形態
　第三実施形態に示す透明アンテナは、透光性とアンテナ性能を確保しつつディスプレイ
に自然に調和させることができるようにしたものである。
【０１５５】
　図１４に示す透明アンテナ２０は、透明プラスチックシート２１上に、導電部２２とし
てのアンテナパターン２３が面状に形成されている。
【０１５６】
　このアンテナパターン２３は、透明プラスチックシート２１の長手方向略全長に亙って
形成された帯状パターン部２３ａと、この帯状パターン部２３ａと平行で且つ離間した状
態で配置される帯状パターン部２３ｂ，２３ｃと、帯状パターン部２３ａと２３ｂおよび
帯状パターン部２３ａと２３ｃをそれぞれ連絡する連絡部２３ｄ，２３ｅと、対向する帯
状パターン部２３ｂ，２３ｃから透明プラスチックシート２１の下縁２１ａに向けて延設
されたリード部２３ｆ，２３ｇとを有し、各リード部２３ｆ，２３ｇの先端にはアンテナ
端子２４，２５が設けられている。
【０１５７】
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　導電部２２における網目は、同一サイズ、同一形状の幾何学図形が規則的に連続するこ
とによって構成されており、その導電部２２を通過する光線の透過率は、網目の開口面積
の設定を調節することにより制御することができる。
【０１５８】
　上記アンテナ端子２４，２５は図示しないアンテナコードの給電部を貼り付けるための
ものであり、このアンテナ端子２４，２５は、導電部２２と電気的に接続されている方形
状のシートで形成されている。
【０１５９】
　図１５は図１４のＤ－Ｄ矢視断面を示したものである。
【０１６０】
　同図において、透明プラスチックシート２１上にメッシュ構造の導電部２２が形成され
ており、この導電部２２は透明保護膜２６によって被覆されている。
【０１６１】
　この透明保護膜２６の一部には透孔部２６ａが設けられており、この透孔部２６ａを通
じてアンテナ端子２５が露出するようになっている。この露出したアンテナ端子２５にア
ンテナコードの給電部が貼着される。
【０１６２】
　なお、２７は透明粘着層であり、２８は剥離シートである。
【０１６３】
　図１６は図１４のＥ部、すなわちアンテナパターン２３とアンテナパターン非形成部で
ある透明プラスチックシート２１との境界領域を拡大して示したものである。
【０１６４】
　図１６において、境界領域Ｉにはアンテナパターン２３とアンテナパターン非形成部と
の間に生じる明度差を減少させるためのグラデーション部２２ａが形成されている。
【０１６５】
　図中、Ｋ１はアンテナパターンを形成している導電部領域である。Ｋ２はその導電部領
域Ｋ１の外縁部に形成されたグラデーション部２２ａのうち、導電部領域Ｋ１よりも若干
階調が明るい（光線透過率の高い）第一の領域を示し、Ｋ３はその第一の領域Ｋ２よりも
さらに階調の明るい第二の領域を示し、Ｋ４はその第二の領域Ｋ３よりもさらに階調の明
るい第三の領域を示し、Ｋ５はその第三の領域Ｋ４よりもさらに階調の明るい第四の領域
を示し、Ｋ６はその第四の領域Ｋ５よりもさらに階調の明るい第五の領域を示している。
この第五の領域Ｋ６の光線透過率は透明プラスチックシート２１における光線透過率に略
近い値となっている。
【０１６６】
　なお、図中、２２ｂはグラデーション部２２ａの最外周縁を示し、２１ａは透明プラス
チックシート２１の右縁を示している。
【０１６７】
　透明性の尺度である光線透過率とは、特定の色温度をもった光源から出たあらゆる波長
の光が試料面を通過した全光量を対象とする全光線透過率を意味する。また、光線透過率
が７０％を下回ると、例えば透明アンテナ２０をディスプレイに貼着した場合に、ディス
プレイの光線透過率と透明アンテナ２０の光線透過率の差が大きくなって透明アンテナ２
０のアンテナパターンが暗く見えてしまう。そのため、その存在が目障りになる。
【０１６８】
　ただし、上記光線透過率は日本電色工業社製の分光測定器（型番ＮＤＨ２０００）を用
いて測定したものである。なお、空気層における光線透過率１００％を基準としている。
【０１６９】
　また、光線透過率は透明アンテナ２０に透明保護膜２６が形成されている場合は、その
透明保護膜２６を含めた状態で測定され、透明粘着層２７が設けられている場合は、その
透明粘着層２７を含めた状態で測定される。
【０１７０】
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　図１７は図１６のＦ部を、図１８は図１６のＧ部を、図１９は図１６のＨ部をそれぞれ
拡大したものである。
【０１７１】
　まず、図１７において、導電部領域Ｋ１の外側に形成される第一の領域Ｋ２は、網目Ｍ
の輪郭を形作っている縦方向導電線２２ｃと横方向導電線２２ｄの交点のすべてが欠落し
ており、このように交点欠落部Ｎを設けることにより導電部領域Ｋ１よりも光線透過率を
高めている。
【０１７２】
　縦方向導電線２２ｃおよび横方向導電線２２ｄの線幅ｗはそれぞれ３０μｍ以下の等幅
に形成されている。線幅ｗが３０μｍを上回ると、アンテナパターンの網目が目立ってし
まい、且つデザイン性も悪くなる。線幅ｗが３０μｍ以下であると、アンテナパターンの
存在が認識されにくい。なお、導電線の膜厚は、線幅／膜厚ｔのアスペクト比が０．５以
上になるようにすると、精度の良いアンテナパターンを作りやすくなる。
【０１７３】
　本実施形態において、透明アンテナ２０の光線透過率は、縦方向導電線２２ｃおよび横
方向導電線２２ｄの線幅とそれら導電線２２ｃおよび２２ｄで囲まれることによって形成
される網目の開口サイズとの組み合わせを選択することによって７０％以上の光線透過率
を確保できるようにしている。
【０１７４】
　図１８において、第一の領域Ｋ２の外側に形成される第二の領域Ｋ３は、縦方向導電線
２２ｃと横方向導電線２２ｄの交点の欠落範囲が上記交点欠落部Ｎよりも広くなっており
、このような交点欠落部Ｐを設けることにより導電部領域Ｋ１よりもさらに光線透過率を
高めている。
【０１７５】
　一方、第二の領域Ｋ３の外側に形成される第三の領域Ｋ４には、上記交点欠落部Ｐより
もさらに欠落範囲の広い交点欠落部Ｑが形成されている。
【０１７６】
　図１９に示す第四の領域Ｋ５では、縦方向導電線２２ｃの一部と横方向導電線２２ｄの
一部が方向性を残した状態で存在し、網目形状は失われている。
【０１７７】
　また、第五の領域Ｋ６では、縦方向導電線２２ｃの一部と横方向導電線２２ｄの一部が
方向性もほとんどなく島状に点在するのみである。
【０１７８】
　このように導電部２２から段階的（本実施形態では５段階）に階調が明るくなっている
グラデーション部２２ａによれば、アンテナパターン２３と透明プラスチックシート２１
との境界部分が目立ちにくくなるため、アンテナパターン２３そのものの存在も目立ちに
くくすることができる。
【０１７９】
　また、図２０～図２３はグラデーション部２２ａの変形例を示したものである。
【０１８０】
　まず、図２０に示すグラデーション部２２ａは、縦方向導電線２２ｃを残し、横方向導
電線３ｄの右側端部を複数箇所欠落させることにより、透光性を備えたグラデーションを
形成したものである。なお、図中、Ｒは導電部２２とグラデーション部２２ａとの境界を
、２２ｂはそのグラデーション部２２ａの最外周縁を、２１は透明プラスチックシートを
それぞれ示している。
【０１８１】
　図２１に示すグラデーション部２２ａは、図２０とは逆に、横方向導電線２２ｄを残し
、縦方向導電線２２ｃを複数箇所欠落させることにより、透光性を有するグラデーション
を形成したものである。
【０１８２】
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　図２２に示すグラデーション部２２ａは、図２０と図２１の手法を組み合わせたもので
あり、縦方向導電線２２ｃと横方向導電線２２ｄの一部を共に複数箇所欠落させることに
より、透光性を備えたグラデーションを形成したものである。
【０１８３】
　図２０と図２１の光線透過率は略同じであるが、図２２の光線透過率は図２０，２１に
比べ大きくなる。
【０１８４】
　図２０～図２２に示した実施形態は導電線を欠落させることによりグラデーションを形
成したが、図２３に示すように、網目を粗くすることにより、具体的には、網目を構成し
ている縦方向導電線２２ｃの間隔を透明プラスチックシート側に向けて段階的に広げるこ
とによりグラデーション部２２ａを形成することもできる。
【０１８５】
　このようなグラデーション部２２ａによれば、上記した導電線を欠落させるものに比べ
グラデーション効果は低いもののグラデーション部２２ａもアンテナとして機能させるこ
とができるという利点がある。
【０１８６】
　次に、本発明に係るグラデーション部２２ａを有する透明アンテナ２０の製造方法につ
いて説明する。
【０１８７】
　（実施例７）
　厚さ１００μｍの透明ポリエステルフィルムと厚さ１８μｍの銅箔とを接着剤を介して
ラミネートし、その透明ポリエステルフィルムにおける銅箔と反対側の面に透明粘着層を
形成した。
【０１８８】
　次いで銅箔面に液状のフォトレジストを塗布した後、フォトマスクを用いて露光した。
【０１８９】
　このフォトマスクは、主として正方格子（導電線の線幅２０μｍ，導電線の配線ピッチ
５００μｍ）の開口部を有するアンテナパターンを有し、そのアンテナパターンの縁部に
図２０に示したようなグラデーション部を形成したものである。
【０１９０】
　なお、上記正方格子およびグラデーション部を有するアンテナパターンは、パソコン上
で入力したＣＡＤデータと自動描画装置によって作製した。
【０１９１】
　次いで、従来公知の現像処理でアンテナパターン以外のレジストを現像液を用いて除去
し、さらに、エッチングを行い、剥離液を用いてレジスト除去を行うことにより、グラデ
ーション部を有するアンテナパターンを形成した。
【０１９２】
　このようにして製作された透光性アンテナは、アンテナパターンの縁部が極めて自然な
グラデーションを呈し、アンテナパターンと透明プラスチックシートとの境界が認識され
ず、アンテナパターン自体の存在も認識されにくいことが確認された。
【０１９３】
　（実施例８）
　厚さ１００μｍの透明ポリカーボネートフィルム上に、無電解めっき触媒を分散させた
透明アンカー層を形成した後、無電解めっき、電気めっきを行うことにより両面に低反射
層が形成された５μｍ厚の導電層を得た。
【０１９４】
　その後、フォトレジストを塗布したフォトマスクを用いて露光した。
【０１９５】
　このフォトマスクは、主として正方格子の開口部を有するアンテナパターンを有し、そ
のアンテナパターンの縁部に、図２１に示すようなグラデーション部を形成したものであ
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る。
【０１９６】
　次いで、エッチング、レジスト除去を行うことにより、グラデーション部を有するアン
テナパターンを形成した（導電線の線幅２０μｍ，導電線の配線ピッチ８０μｍ）。
【０１９７】
　このようにして製作された透光性アンテナは、アンテナパターンの縁部が極めて自然な
グラデーションを呈し、アンテナパターンと透明プラスチックシートとの境界が認識され
ず、アンテナパターン自体の存在も認識されにくいことが確認された。
【０１９８】
　（実施例９）
　厚さ１２５μｍの透明ポリエステルフィルム上に、無電解めっき触媒を分散させた透明
アンカー層を形成した後、無電解めっき、電気めっきを行うことにより４μｍ厚の導電層
を形成した。
【０１９９】
　次いでフォトレジストを塗布し、フォトマスクを用いて露光した。
【０２００】
　このフォトマスクは、主として長方形格子（導電線の線幅１０μｍ，導電線の配線ピッ
チ：横方向６００μｍ×縦方向９００μｍ）の開口部を有するパターンを有し、そのアン
テナパターンの縁に、図２３に示すようなグラデーション部を形成したものである。
【０２０１】
　次いで、エッチング、レジスト除去を行うことにより、グラデーション部を有するアン
テナパターンを形成した。
【０２０２】
　このようにして製作された透光性アンテナは、アンテナパターンの縁部が極めて自然な
グラデーションを呈し、アンテナパターンと透明プラスチックシートとの境界が認識され
ず、アンテナパターン自体の存在も認識されにくいことが確認された。
【０２０３】
　（実施例１０）
　印刷レジストを使用し、主として正方格子（導電線の線幅が２５μｍ，導電線の配線ピ
ッチ１，０００μｍ）の開口部を有するアンテナパターンが形成されたスクリーン版でパ
ターニングした以外は上記実施例７と同じように従来公知のエッチング処理、レジスト除
去を行うことにより、グラデーション部を有するアンテナパターンを形成した。
【０２０４】
　その結果、上記実施例７～９に示したフォトレジスト法に比べるとパターン形成精度が
低下するものの、その縁部に自然なグラデーション効果をもたらす透光性アンテナが得ら
れた。
【０２０５】
　上記第二実施形態の透明アンテナによれば、透光性とアンテナ性能を確保しつつしかも
取付対象に対し自然に調和することができる透明アンテナを提供することができる。
【０２０６】
　ａ-４．ディスプレイ用透明アンテナの第四実施形態
　第四実施形態に示す透明アンテナ３０は、コンパクトでありながら必要とされるアンテ
ナ長を確保できるようにしたものである。
【０２０７】
　図２４において、正方形の網目が連続して配列されたアンテナパターン３１を例に取り
説明すると、アンテナパターン３１の一部には複数本のスリット３２が平行に形成されて
おり、各スリット３２は、アンテナパターン３１の縦方向長さＬよりも短い長さＬ′から
なり、交互に異なる方向から形成されている。それにより、図２４ではアンテナパターン
３１が蛇行状に形成されている。なお、図中３３は導電部を示している。
【０２０８】
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　図２５は図２４のＪ部を拡大して示したものであり、Ｓはスリット幅を示し、Ｓａは網
目寸法を示している。この場合の網目寸法とは、網目Ｕにおける対角線長さを示している
。
【０２０９】
　上記スリット幅Ｓは、２０μｍ～網目の最大寸法の範囲に設定することが好ましく、ス
リット幅Ｓが２０μｍに満たないと製造が困難になり、スリット幅Ｓが網目の最大寸法を
超えるとスリットが目立ち、デザイン性が損なわれる。
【０２１０】
　上記スリット３２が入れられることによって形成された蛇行状のアンテナパターン３１
を展開して直線にすると、受信する電波、例えばＵＨＦ波の波長の略１／４長さが得られ
るようになっている。
【０２１１】
　ただし、スリット３２の配置については網目Ｕの交点を通過しないようにすることが必
要である。
【０２１２】
　なぜなら、例えば図２６に示すように、アンテナパターン３１における導電部３３の交
点３４上をスリット３２が通過すると、交点３４が連続して欠けることによりスリット３
２の存在が目立つようになるからである。
【０２１３】
　一方、図２７は導電部３３の交点３４を避けてスリット３２を形成したものである。図
２６と比較してみれば明らかなようにスリット３２の存在は目立たない。
【０２１４】
　図２８は、縦方向導電線３５ａおよび横方向導電線３５ｂが等間隔に配置され正方形の
網目３５ｃが形成されたアンテナパターン３１を示したものであり、このアンテナパター
ン３１の一部に、網目３５ｃの配列方向に沿って（図では縦方向）スリット３２を形成し
たものである。スリット幅Ｓは網目３５ｃの寸法Ｓａの略１／４に設定されており、導電
部の交点３４を通過していないため、スリット３２の存在はほとんど目立たない。
【０２１５】
　次に、上記透明アンテナ３０の製造方法について説明する。
【０２１６】
　（実施例１１）
　厚さ１００μｍの透明なポリカーボネートフィルム上に、めっき触媒を分散させた透明
アンカー層を形成した後、めっきを行うことにより厚さ８μｍの金属導電層を形成した。
【０２１７】
　この金属導電層に印刷レジストによってスリットの入ったアンテナパターンを印刷し、
化学エッチングを行うことで図２９に示すような透明アンテナを作製した。
【０２１８】
　この透明アンテナは、網目３５ｃの開口が正六角形となるように導電部３１の線幅が１
２μｍ、一つの網目３５ｃにおける一辺の長さＳｂが６００μｍに設定されており、この
ようなアンテナパターン３１上に幅Ｓが１００μｍからなるスリット３２を縦方向に形成
した。
【０２１９】
　このようにして形成された透明アンテナは、アンテナパターン３１およびそのアンテナ
パターン３１に形成されたスリット３２のいずれも視認することができなかった。それに
より、デザイン性を損なわない透明アンテナが得られた。
【０２２０】
　（実施例１２）
　厚さ１ｍｍの透明アクリル板上に、めっき触媒を分散させた透明アンカー層を形成した
後、めっきを施すことにより厚さ１２μｍの金属導電層を形成し、これにフォトリソグフ
ィを用いてスリットの入ったアンテナパターンを形成した。
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【０２２１】
　次いで、化学エッチングを行うことで図３０に示すような透明アンテナを作製した。
【０２２２】
　この透明アンテナは網目３５ｃの開口が正三角形となるように導電部３３の線幅が２０
μｍ、一つの網目３５ｃにおける一辺の長さＳｂが９００μｍに設定されており、このよ
うなアンテナパターン３１上に幅Ｓが８０μｍからなるスリット３２を網目の配列方向に
沿って斜めに形成した。
【０２２３】
　また、アンテナパターン３１を形成したフィルムの金属面側に厚さ１００μｍの透明ア
クリル樹脂をコーティングして透明保護層とした。
【０２２４】
　この透明アンテナにおいてもアンテナパターン３１およびスリット３２がいずれも視認
することができなかった。それにより、デザイン性を損なわない透明アンテナが得られた
。
【０２２５】
　（実施例１３）
　厚さ１００μｍの透明ポリエチレンテレフタレートフィルム上に、両面に化学的処理を
施すことで低反射処理された厚さ１８μｍの銅箔を透明接着剤で接着し、フォトリソグラ
フィを用いてスリットの入ったアンテナパターンを形成し、化学エッチングを施すことで
図３１に示すような透明アンテナを作製した。
【０２２６】
　この透明アンテナは網目３５ｃの開口が長方形となるように導電部３３の線幅が１５μ
ｍ，一つの網目３５ｃにおける短辺Ｓｃの長さが３００μｍ、長辺Ｓｄの長さが４００μ
ｍにそれぞれ設定されており、このようなアンテナパターン３１上に幅Ｓが４０μｍから
なるスリット３２を横方向に形成した。
【０２２７】
　次いで、このアンテナパターン３１が形成されたフィルムの金属面側に、粘着剤の塗布
された厚さ１００μｍの透明ポリエチレンテレフタレートフィルムを透明保護層として貼
り合わせた。
【０２２８】
　この透明アンテナを見てもアンテナパターン３１およびスリット３２がいずれも視認で
きず、デザイン性を損なわない透明アンテナが得られた。
【０２２９】
　（実施例１４）
　厚さ８００μｍの透明ポリカーボネート板上に、スリットを有するアンテナパターンを
ナノ粒子銀ペーストにより高精度印刷することで図２７に示したような導電層の厚さが１
０μｍとなる透明アンテナを作製した。
【０２３０】
　この透明アンテナは、網目３５ｃの開口が正方形となるように導電部３３の線幅が３０
μｍ，一つの網目３５ｃにおける一辺の長さＳａが１ｍｍに設定されており、このような
アンテナパターン３１上に幅Ｓが１５０μｍからなるスリット３２を、網目３５ｃに対し
て４５°の角度で斜めに形成した。
【０２３１】
　この透明アンテナを見てもアンテナパターン３１およびスリット３２がいずれも視認で
きず、デザイン性を損なわない透明アンテナが得られた。
【０２３２】
　（実施例１５）
　厚さ５０μｍの透明ポリエチレンテレフタレートフィルム上に、めっき触媒を分散させ
た透明アンカー層を形成した後、銅めっきを施すことにより厚さ５μｍの金属導電層を形
成した。
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【０２３３】
　この金属導電層の上にレジスト膜を形成し、フォトリソグラフィを用いてスリットの入
ったアンテナパターンを形成した。
【０２３４】
　これを塩化鉄液で化学エッチングし、レジストを剥離して図２９に示したような透明ア
ンテナを作製した。
【０２３５】
　この透明アンテナにおいて、正六角形の網目３５ｃを有する導電部３３の線幅が１０μ
ｍ、一つの網目３５ｃにおける一辺の長さＳｂが９００μｍに設定されており、このよう
なアンテナパターン３１上に幅Ｓが５００μｍからなるスリット３２を縦方向に形成した
。
【０２３６】
　このようにして形成された透明アンテナは、アンテナパターン３１およびそのアンテナ
パターン３１に形成されたスリット３２をいずれも視認することができなかった。それに
より、デザイン性を損なわない透明アンテナが得られた。
【０２３７】
　（実施例１６）
　厚さ２ｍｍの透明ガラス板上に、両面に化学処理を施すことで低反射処理された厚さ１
２μｍの銅箔を貼り合わせて金属導電層を形成した。
【０２３８】
　この金属導電層の上にレジスト膜を形成し、フォトリソグラフィによりスリットの入っ
たアンテナパターンを形成した。これを塩化第二銅液で化学エッチングし、レジストを剥
離して図３０に示したような透明アンテナを作製した。
【０２３９】
　この透明アンテナにおいて正三角形の網目３５ｃを有する導電部３３の線幅は１８μｍ
、一つの網目３５ｃにおける一辺の長さＳｂが７００μｍに設定されており、このような
アンテナパターン３１上に幅Ｓが３００μｍからなるスリット３２を網目３５ｃの配列方
向に沿って斜めに形成した。
【０２４０】
　この透明アンテナにおいてもアンテナパターン３１およびスリット３２がいずれも視認
することができなかった。それにより、デザイン性を損なわない透明アンテナが得られた
。
【０２４１】
　（実施例１７）
　厚さ２００μｍの透明アクリルフィルム上に、両面に化学処理を低反射処理された厚さ
１２μｍの銅箔を貼り合わせて金属導電層を形成した。
【０２４２】
　この金属導電層の上にレジスト膜を形成し、フォトリソグラフィによりスリットの入っ
たアンテナパターンを形成した。これを塩化第二銅液で化学エッチングし、レジストを剥
離して図２８に示したような透明アンテナを作製した。
【０２４３】
　この透明アンテナにおいて正方形の網目３５ｃを有する導電部３３の線幅は１５μｍ、
一つの網目３５ｃにおける一辺の長さＳａが１ｍｍに設定されており、このようなアンテ
ナパターン３１上に幅Ｓが１ｍｍからなるスリット３２を網目に対し縦方向に形成した。
【０２４４】
　この透明アンテナにおいてもアンテナパターン３１およびスリット３２がいずれも視認
することができなかった。それにより、デザイン性を損なわない透明アンテナが得られた
。
【０２４５】
　次に、透明アンテナにおけるスリット形成パターンを図３２～図３６を参照しながら説
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明する。なお、各図は平面から見た状態を示している。
【０２４６】
　図３２に示す透明アンテナ４０は矩形状のアンテナパターン３１を有し、そのアンテナ
パターン３１上にスリット３２が形成されている。
【０２４７】
　このスリット３２は、アンテナパターン３１の下縁３１ａとその下縁３１ａから突出す
るタブ３１ｂとの境界部分にスリットの始点３２ａを有し、アンテナパターン３１の輪郭
に沿った状態で中心に向けて渦巻き状に形成されており、アンテナパターン３１の略中心
がスリット３２の終点３２ｂとなっている。なお、図中４１はタブ３１ｂに設けられたア
ンテナ端子である。
【０２４８】
　図３３に示す透明アンテナ４２は矩形状のアンテナパターン３１を有し、そのアンテナ
パターン３１上にスリット３２が形成されている。なお、以下の説明において図３２と同
じ構成要素については同一符号を付してその説明を省略する。
【０２４９】
　アンテナパターン３１の短辺３１ｃと平行に複数のスリット３２が形成されており、複
数のスリット３２のうち、スリット３２ｃは、アンテナパターン３１の右縁から短辺３１
ｃよりも若干短い長さで形成され、スリット３２ｄはアンテナパターン３１の左縁から同
じく短辺３１ｃよりも若干短い長さで形成されている。このようにスリット３２ｃとスリ
ット３２ｄを交互に縦方向に配列することによってスリット３２が形成されており、それ
により縦方向に蛇行するアンテナパターン３１が形成されている。
【０２５０】
　図３４に示す透明アンテナ４３は矩形状のアンテナパターン３１を有し、タブ３１ｂの
横方向中心から縦方向に延びるスリット３２ｅと、このスリット３２ｅの途中から横方向
に分岐するスリット３２ｆと、平行な状態で斜め方向に形成された複数のスリット３２ｇ
，３２ｈとを備えている。
【０２５１】
　スリット３２ｇは、アンテナパターン３１の下縁から切り込まれスリット３２ｅ，３２
ｆと交わらないように所定長さ形成されるのに対し、スリット３２ｈはスリット３２ｅま
たは３２ｆから切り込まれ、アンテナパターン３１の左縁３１ｄまで到達しないように所
定長さ形成されている。それによりスリット３２ｅと３２ｆで囲まれた範囲内で斜めに蛇
行するアンテナパターン３１が形成されている。
【０２５２】
　図３５に示す透明アンテナ４４は矩形状のアンテナパターン３１を有し、このアンテナ
パターン３１に、タブ３１ｂの横方向中心から縦方向に所定長さ延びるスリット３２ｉと
、このスリット３２ｉに直交する複数のスリット３２ｊ，３２ｊと、両スリット３２ｊ，
３２ｊの間に設けられアンテナパターン３１の左縁３１ｄから所定長さ切り込まれるスリ
ット３２ｋと、右縁３１ｅから所定長さ切り込まれるスリット３２ｍとを備えている。
【０２５３】
　それにより、スリット３２ｉを境としてアンテナパターン３１の左半分および右半分に
おいて蛇行するアンテナパターン３１がそれぞれ形成される。
【０２５４】
　図３６に示す透明アンテナ４５は矩形状のアンテナパターン３１を有し、図３５に示し
たアンテナパターンと異なる点は、スリット３２ｉに代えて設けられたスリット３２ｎが
アンテナパターン３１の上縁３１ｆまで延設されていることである。
【０２５５】
　このようにアンテナパターン３１がスリット３２ｎによって左右に分割されているため
、二つのアンテナパターン３１，３１が近接配置された透明アンテナを構成している。
ｃ．アンテナ付き筺体用部品
【０２５６】
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　ｃ-１．不透明な装飾部分を有する場合
　本発明に係るアンテナ付き筺体用部品は、機器の筺体等に施されているデザインを害す
ることなく機器に設けることができるよう構成されている。
【０２５７】
　図３７において、アンテナ付き筺体用部品（以下、筺体用部品と略称する）５０は、透
明窓部５１ａとその周囲を枠状に囲む不透明な装飾部５１ｂとを含む樹脂プレート５１と
、不透明装飾部５１ｂの表面に形成された導電部１ｂとしてのアンテナパターンとから構
成されている。なお、１ｃはアンテナパターンの電極部を示している。
【０２５８】
　上記筺体用部品とは、組み立てられることによりテレビ（卓上設置型を含む）の表示部
の一部や、携帯電話等のモバイル端末の筺体の一部を構成するものである。
【０２５９】
　例えば、図３８に示すストレート型の携帯電話機５２であれば、表面カバー５３及び裏
面カバー５４が筺体用部品となるが、ウインドウカバー５３ａのみを筺体用部品と呼ぶこ
ともできる。
【０２６０】
　また、図３９に示す折り畳み式の携帯電話機５５であれば、表面カバー５６、内面上カ
バー５７ａ、内面下カバー５７ｂ、裏面カバー５８のそれぞれが筺体用部品となるが、内
面側のウインドウカバー５７ｃ、表面側のウインドウカバー５６ａを筺体用部品と呼ぶこ
ともできる。
【０２６１】
　図４０は図１のＴ－Ｔ断面を示したものであり、筺体用部品としてのウィンドウカバー
５３ａを例に取り説明する。
【０２６２】
　樹脂成形板６０は、所望する筺体用部品５０の形状に合わせて成形され、その材質とし
ては、ポリカーボネート、アクリル、ポリエチレンテレフタレート、トリアセチルセルロ
ース等を使用することができる。
【０２６３】
　図４０(ａ)に示すように、樹脂成形板６０に不透明装飾部５１ｂ（図３７参照）を付与
するには、樹脂成形板６０の表面側に加飾層６１を設けるか、或いは、図４０(ｂ)または
(ｃ)に示すように、樹脂成形板６０の裏面側に加飾層６１を設ける。
【０２６４】
　上記加飾層６１の材質としては、ウレタン樹脂、ポリカーボネート樹脂、ビニル樹脂、
ポリエステル樹脂などを使用することができるが、特にウレタン系樹脂を使用することが
好ましい。また、そのウレタン系樹脂のエラストマーをバインダーとし、所望の色の顔料
または染料を着色剤として含有する着色インキを用いるとよい。
【０２６５】
　加飾層６１の形成方法としては、オフセット印刷法、グラビア印刷法、スクリーン印刷
法などの印刷法や、グラビアコート法、ロールコート法、コンマコート法などのコート法
を採用することができる。
【０２６６】
　また、転写法や成形同時転写法を用いることもできる。転写法とは、基体シート上に、
剥離層、加飾層、接着層などからなる転写層を形成した転写材を用い、加熱加圧して転写
層を被転写物に密着させた後、基体シートを剥離して、被転写物面に転写層のみを転移し
て装飾を行う方法である。
【０２６７】
　また、成形同時転写法とは、転写材を成形金型内に挟み込み、キャビテイ内に樹脂を射
出充満させ、冷却して樹脂成形品を得るのと同時にその面に転写材を接着させた後、基体
シートを剥離して、被転写物面に転写層を転移して装飾を行う方法である。
【０２６８】
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　なお、成形同時転写法においては樹脂成形品の接着力が高いので、接着層を省略するこ
ともできる。また、本発明においては、基体シートを剥離せずに残していてもよく、その
場合は剥離層を省略することができる。
【０２６９】
　上記基体シートの材質としては、ポリプロピレン系樹脂、ポリエチレン系樹脂、ポリア
ミド系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアクリル系樹脂、ポリ塩化ビニル系樹脂などの樹
脂シートを用いるとよい。
【０２７０】
　また、上記剥離層の材質としては、ポリアクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリ塩
化ビニル系樹脂、セルロース系樹脂、ゴム系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリ酢酸ビニル
系樹脂などのほか、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体系樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重
合体系樹脂などのコポリマーを用いるとよい。なお、剥離層に硬度が要求される場合には
、紫外線硬化性樹脂などの光硬化性樹脂、電子線硬化性樹脂などの放射線硬化性樹脂、熱
硬化性樹脂などを選定すればよい。
【０２７１】
　上記接着層としては、被転写物の素材に適した感熱性あるいは感圧性の樹脂を適宜使用
する。たとえば、被転写物の材質がポリアクリル系樹脂の場合はポリアクリル系樹脂を用
いるとよい。また、被転写物の材質がポリフェニレンオキシド共重合体ポリスチレン系共
重合体樹脂、ポリカーボネート系樹脂、スチレン系樹脂、ポリスチレン系ブレンド樹脂の
場合は、これらの樹脂と親和性のあるポリアクリル系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリア
ミド系樹脂などを使用すればよい。さらに、被転写物の材質がポリプロピレン樹脂の場合
は、塩素化ポリオレフィン樹脂、塩素化エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂、環化ゴム、
クマロンインデン樹脂が使用可能である。
【０２７２】
　また、樹脂成形板６０に不透明装飾部５１ｂを付与する別の手段として、図４０(ｄ)に
示すように、樹脂成形板６０において必要とされる範囲についてのみ着色剤を含有させて
着色樹脂成形板６２とすることもできる。
【０２７３】
　なお、図３７に示した筺体用部品５０は、ウインドウカバーとして構成されるものであ
るため、ディスプレイ用の透明窓部５１ａを形成することを目的として不透明装飾部５１
ｂを部分的に有しているが、筺体用部品５０の全面が不透明装飾部５１ｂであっても構わ
ない。
【０２７４】
　また、ウインドウカバー以外のカバー５３～５８（図３８および３９参照）に筺体用部
品５０を適用する場合において、透明窓部５１ａやカメラレンズを配置したり、その他の
目的で不透明装飾部５１ｂを設けない部分があってもよい。
【０２７５】
　図４０において、上記樹脂成形板６０に不透明装飾部５１ｂを付与する層の前面側（図
４０（ａ）～(ｄ)参照）に、面状且つ光線透過率が７０％以上のアンテナパターンを透明
アンテナ５０ａとして形成し、アンテナパターンの導電部１ｂを網目構造の導電性薄膜で
構成し、各網目の輪郭が略等幅の極細帯で構成すると、不透明装飾部５１ｂを見たときに
、アンテナパターンが僅かな濃淡の変化としてしか認識されず、透明アンテナ５０ａが、
その背後にある筺体に施されている意匠を害することがない。
【０２７６】
　しかも、本実施形態ではディスプレイの比較的広い面積を透明アンテナ５０ａに利用で
きるから、受信感度を向上させることができ、良好な送受信が可能となる。
【０２７７】
　また、上記筺体用部品５０において、不透明装飾部５１ｂ以外にディスプレイ用の透明
窓部５１ａを有する場合には、その透明窓部５１ａまで上記アンテナパターンを延設する
ことができる（図３７参照）。
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【０２７８】
　上記導電性薄膜としては、銅、ニッケル、アルミニウム、金、銀等の金属薄膜、或いは
これらの金属微粒子を含有する導電樹脂ペースト膜、またはカーボン微粒子含有の導電樹
脂ペースト膜を用いることができる。そして導電性薄膜は、フォトエッチングによって、
または印刷レジストによるエッチングの方法によって、さらにまた、導電樹脂ペーストを
印刷する方法等にて微細な網目状パターンに形成されている。
【０２７９】
　また上記アンテナパターンは、網目状パターンと電気的に接続されている給電用の電極
部１ｃを有している。
【０２８０】
　本実施形態において、電極部１ｃは、図４０(ｃ)に示すように樹脂成形板６０の背面側
に導電部１ｂとしてのアンテナパターンを設けた場合には、このアンテナパターンは筺体
内に実装されている無線部と配線を介して接続される。
【０２８１】
　図４０(ａ)、(ｂ)、(ｄ)に示したように、樹脂成形板６０（または６２）の前面側に導
電部１ｂとしてのアンテナパターンを設ける場合には、樹脂成形板６０の貫通孔や切欠き
を介して筺体内の無線部と接続するようにする。ただし、筺体用部品５０そのものがウィ
ンドウカバー５３ａを構成しており、なお且つその周縁部が他の筺体用部品の外枠で覆わ
れている場合には、その外枠の内面側に設けられた出入力端子を介して接続を行なうよう
にすることができる。
【０２８２】
　また、上記アンテナパターンは、樹脂成形板６０に直接形成してもよいし、加飾層６１
の形成と同様に、転写法や成形同時転写法を用いてもよい。また、後者の場合、本実施形
態においては、基体シートを剥離せずに残していてもよい。アンテナパターンは、先に図
４～図６に示したものと同じである。
【０２８３】
　また、図３７に示したように筺体用部品５０が不透明装飾部５１ｂ以外にディスプレイ
用の透明窓部５１ａを有し、透明窓部５１ａまでアンテナパターンが延設されている場合
には、ディスプレイの画素を構成している網目パターンに対し、透明アンテナ５０ａが干
渉してモアレ模様を生じないようにする必要がある。
【０２８４】
　すなわち、ディスプレイの画素の大きさや形状に応じて、透明アンテナ５０ａにおける
アンテナパターンの網目開口の形状、ピッチ、バイアス角を調整する。実際には何種類か
の試作品を作成し、目視によってモアレ模様の有無を確認し、仕様決定する手法が簡便で
ある。
【０２８５】
  ｃ-２．透過性装飾部を有する場合
　次に、筺体用部品の第一変形例について説明する。
【０２８６】
　図４１は筺体用部品の第一変形例を示したものである。
【０２８７】
　同図に示す筺体用部品６５が図３７の筺体用部品５１と異なる点は、不透明装飾部５１
ｂが透過性装飾部６６ａに変更されていることである。
【０２８８】
　上記筺体用部品６５は、樹脂成形板６６に対しその背面から照光することによって装飾
効果が奏される透過性装飾部６６ａを部分的又は全体的に有するものであって、その透過
性装飾部６６ａに導電部１ｂによるアンテナパターンが形成されている。
【０２８９】
　詳しくは、透過性装飾部６６ａは図４２(ａ)に示すように、筺体用部品６５の背面に配
置される発光ダイオードや蛍光灯などの光源６７からの照光を受けて様々な色に発光する
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ものであり、例えば、携帯電話機を例に取ると、携帯電話機の付属機能である着メロ、ゲ
－ム、アラームなどのリズムに合わせて筺体がカラフルに点灯するというものである。
【０２９０】
　上記透過性装飾部６６ａは、加飾層６１を形成することによって得られるが、背面に配
置される発光ダイオードや蛍光灯を赤、青、緑などの色付きのものとすることによっても
装飾が可能なため、必ずしも加飾層６１を必要とするものではない。
【０２９１】
　ただし、背面からの光が白色光である場合には、樹脂成形板６０の表面側又は裏面側に
透光性の加飾層６１を設けたり、樹脂成形板６０における所望の範囲に透光性が得られる
程度に着色剤を含有させる必要がある。なお、透過性装飾部６６ａに対応する樹脂成形板
６０や加飾層６１は、背面からの光を透過させるものであれば、有色透明でも半透明でも
不透明のいずれでも構わない。
【０２９２】
　ところで、上記透過性装飾部６６ａにおいては、アンテナパターン、樹脂成形板６０の
層構成またはこれに加飾層６１を加えた層構成は、上記実施形態と異なりいずれの層も背
面からの光を透過させるものであるから、図４２(ｂ)に示すように筺体用部品６５の配置
を上下逆にして光を透過させるものであってもよい。
【０２９３】
　また、例えば、透明窓部５１ａの周囲を不透明な装飾部で縁取りし、その不透明装飾部
の周囲に上記透過性装飾部６６ａを設ける場合など、透過性装飾部６６ａや透明窓部５１
ａ以外の部分に照明による装飾を行なわない部分が存在してもよい。
【０２９４】
　照明による装飾を行なわない部分を設けるには、樹脂成形板６０の前面側又は背面側の
必要とする部分に遮光層を形成すればよい。この遮光層としては、例えば、遮光可能な程
度に着色剤を含有させた加飾層を形成すればよい。
【０２９５】
　ｃ-３．透過性装飾部に対し側方から照光する場合
　次に、筺体用部品の第二の変形例を図４３を参照して説明する。
【０２９６】
　同図に示す筺体用部品６８は、樹脂成形板６９上に透過性の加飾層６１が積層され、こ
の加飾層６１上に導電部１ｂが形成されているものであり、筺体用部品６８の側方に配置
された光源６７からの光を受けて、樹脂成形板６９上に部分的または全面的に形成された
透過性装飾部としての加飾層６１が装飾効果を奏するものである。
【０２９７】
　この場合、導電部１ｂからなるアンテナパターンを形成する位置が樹脂成形板６９の前
面側に限定されるのは、上述した第一の変形例とは、透過性装飾部における照光の仕方が
異なるからである。
【０２９８】
　詳しくは、第二の変形例では、樹脂成形板６９の側面から光を入射させ、樹脂成形板６
９の内面反射作用を利用することによりその奥方まで光を導き、入射光を樹脂成形板６９
背面の微細凹凸や反射ドットなどの光出射部６９ａを介して筺体用部品６８の表面側に反
射させるように構成しているため、照明による装飾に関与しない樹脂成形板６９の背面側
に透明なアンテナパターンや透過性を有する加飾層６１を形成しても意味がないためであ
る。
【０２９９】
　なお、アンテナ性能を安定させ、アンテナパターンを保護するため、アンテナパターン
の導電部１ｂの前面を透明カバー層（透明保護膜）によって被覆することができる。
【０３００】
　（実施例１８）
　厚さ１００μｍの透明ポリエチレンテレフタレートフィルムを基体シート上に、めっき
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触媒入りの透明樹脂層を形成し、これに無電解銅ニッケルめっき処理を行い、続いて電気
銅めっき処理を行うことにより金属薄膜を形成した。次にフォトエッチングの手法により
、上記金属薄膜に網目開口を形成し（網目構造の導電性薄膜となる）、光線透過率が９２
％のアンテナパターンとした。
【０３０１】
　このアンテナパターンの導電部は、図４に示した様な正方形網目パターンであり、その
極細帯は線幅（ｗ）１５μｍ、線間ピッチ４００μｍ、バイアス角３０°である。
【０３０２】
　次に、任意の不透明柄からなる加飾層を、ディスプレイ用の透明窓部およびアンテナパ
ターンの電極部を除く部分に形成し、不透明な装飾部とした。
【０３０３】
　次いで作製されたアンテナパターンに沿ってその外側をカットし、これを折り畳み式携
帯電話機の表面カバー（サブウインドウを有する）５３用の金型内に挿入し、表面カバー
５３の表面側のギャビティ形成面に基体シート側が密着するように上記アンテナパターン
の形成されたフィルムを沿わせた後、加飾層側からポリカーボネート樹脂を用いて射出成
形を行った。これにより樹脂成形品の表面にアンテナパターンを有する表面カバー５３を
得た。
【０３０４】
　ただし、この射出成形においては、樹脂成形品の周縁に貫通孔を形成し、その貫通孔か
ら電極部１ｃが露出するようにした。
【０３０５】
　この表面カバー５３を用いて携帯電話機を組み立て、その際、樹脂成形品の貫通孔より
露出した電極部１ｃと筺体内の無線部とをワイヤーにて接続した。
【０３０６】
　（実施例１９）
　アンテナパターンの光線透過率が８９％であり、その導電部の網目開口の形状が一辺５
００μｍの正六角形格子パターンを形成し、極細金属帯の線幅が２５μｍであること以外
は、実施例１８と同様とした。
【０３０７】
　（実施例２０）
　実施例１８においてアンテナパターンを形成した後の工程を、次のように変更した。
【０３０８】
　すなわち、遮光性柄からなる加飾層をディスプレイ用の透明窓部の周縁部に枠状に設け
、透明窓部とその周縁部およびアンテナパターンの電極部を除いた部分に透光性の加飾層
を形成して透過性装飾部とした。
【０３０９】
　また、この表面カバー５３を用いて携帯電話機を組み立てた際、表面カバー５３の透過
性装飾部の背面に赤、青、緑の発光ダイオードを配置した。これらのこと以外は実施例１
８と同様とした。
【０３１０】
　（実施例２１）
　実施例１９において樹脂成形板の背面に光出射部として微細凹凸を設け、表面カバー５
３の透過性装飾部の背面に変えて、樹脂成形品の側面に赤、青、緑の発光ダイオードを配
置した。これらのこと以外は実施例１９と同様とした。
【０３１１】
　上記実施例１８～２１に示した筺体用部品を用いた携帯電話機は、いずれもアンテナパ
ターンの存在がほとんど認識できず、筺体に施される意匠を害することがなかった。また
電波の受信状態も良好であった。
【０３１２】
　上記したアンテナ付き筺体用部品は、アンテナパターンの導電部が多数の開口を有する
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網目構造に形成され、しかも各網目の輪郭が極細帯で構成されているため、不透明な装飾
部や透過性装飾部を見たときに、アンテナパターンが僅かな濃淡の変化としてしか認識さ
れず、アンテナパターンが筺体に施されている意匠を害することがない。しかも、ディス
プレイ上の比較的広い面積をアンテナの配置エリアとして利用できるから、受信感度を向
上させることができ、良好な送受信が可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０３１３】
　本発明の透明アンテナは、テレビモニターや、携帯電話を始めとするモバイル機器のデ
ィスプレイ前面に取り付けて地上波や衛星放送の受信に使用することができる。

【図１】 【図２】

【図３】
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